
ハ

入
管
法
別
表
第
二
の
永
住
者
の
在
留
資
格
を
も
っ
て
本
邦
に
在
留
す
る
者（
次
条
第
五
項
に
お
い
て「
永

住
者
」
と
い
う
。）

ニ

前
条
各
号
に
掲
げ
る
者

三

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支
給

に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
八
年
法
律
第
八
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
法
第
三
条
第
二
項

第
三
号
に
該
当
す
る
者
が
高
等
学
校
等
を
休
学
し
て
い
た
期
間

二

法
第
三
条
第
二
項
第
三
号
に
該
当
す
る
者
が
高
等
学
校
等（
法
第
二
条
に
規
定
す
る
高
等
学
校
等
を
い
う
。

以
下
同
じ
。）を
休
学
し
て
い
た
期
間
（
そ
の
初
日
に
お
い
て
休
学
し
て
い
た
月
を
一
月
と
し
て
計
算
す
る
。

次
号
及
び
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。）

四

法
の
施
行
前
に
法
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者
（
次
号
に
お
い
て
「
生
徒
等
」
と
い
う
。）が
公
立
高
等

学
校
等
（
地
方
公
共
団
体
の
設
置
す
る
高
等
学
校
（
専
攻
科
及
び
別
科
を
除
く
。
以
下
同
じ
。）、
中
等
教
育

学
校
の
後
期
課
程
（
専
攻
科
及
び
別
科
を
除
く
。
以
下
同
じ
。）及
び
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部
並
び
に
第
一

条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
専
修
学
校
の
一
般
課
程
及
び
同
項
第
三
号
に
掲
げ
る
各
種
学
校
を
い
う
。
次
号

に
お
い
て
同
じ
。）以
外
の
高
等
学
校
等
を
休
学
し
て
い
た
期
間

三

法
の
施
行
前
に
生
徒
等
（
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
二
年
政

令
第
百
十
二
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。）第
一
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
生
徒
等
を
い
う
。
次
号
及
び

次
項
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。）が
公
立
高
等
学
校
等
（
地
方
公
共
団
体
の
設
置
す
る
高
等
学
校
（
専
攻
科
及

び
別
科
を
除
く
。
以
下
同
じ
。）、
中
等
教
育
学
校
の
後
期
課
程
（
専
攻
科
及
び
別
科
を
除
く
。
以
下
同
じ
。）

及
び
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部
並
び
に
前
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
専
修
学
校
の
一
般
課
程
及
び
同
項
第

三
号
に
掲
げ
る
各
種
学
校
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）以
外
の
高
等
学
校
等
を
休
学
し
て
い
た
期
間

五

﹇
略
﹈

四

﹇
同
上
﹈

﹇
項
を
削
る
。﹈

２

令
第
一
条
第
一
項
第
一
号
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
、
第
三
十
三
条
の
八
第

二
項
又
は
第
四
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
親
権
を
行
う
児
童
相
談
所
長

二

児
童
福
祉
法
第
四
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
親
権
を
行
う
児
童
福
祉
施
設
の
長

三

民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
八
百
五
十
七
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
財
産
に
関
す

る
権
限
の
み
を
行
使
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
た
未
成
年
後
見
人

四

前
三
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
生
徒
等
が
そ
の
就
学
に
要
す
る
経
費
の
負
担
を
求
め
る
こ
と
が
困
難
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
保
護
者

﹇
項
を
削
る
。﹈

３

令
第
一
条
第
三
項
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
事
由
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

保
護
者
等
（
令
第
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
保
護
者
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）が
負
傷
し
、
又
は
疾
病
に

か
か
り
療
養
の
た
め
勤
務
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
。

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
保
護
者
等
が
自
己
の
責
め
に
帰
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
理
由
に
よ
り
離
職

し
、
現
に
雇
用
さ
れ
、
又
は
任
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

三

保
護
者
等
が
事
業
を
行
う
個
人
又
は
法
人
（
一
の
代
表
者
以
外
に
他
の
役
員
（
理
事
、
取
締
役
、執
行
役
、

業
務
を
執
行
す
る
社
員
、
監
事
若
し
く
は
監
査
役
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
を
い
う
。）が
な
く
、
か
つ
、
従

業
員
を
使
用
し
な
い
も
の
に
限
る
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
代
表
で
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
保
護
者

等
が
負
傷
し
、
又
は
疾
病
に
か
か
り
療
養
の
た
め
事
業
を
営
む
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
。

四

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、保
護
者
等
が
事
業
を
行
う
個
人
又
は
法
人
の
代
表
で
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
、

当
該
保
護
者
等
が
自
己
の
責
め
に
帰
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
理
由
に
よ
り
そ
の
営
む
事
業
を
廃
止
し
、
現
に

事
業
を
営
ん
で
い
な
い
こ
と
。

五

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
保
護
者
等
の
責
め
に
帰
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
理
由
に
よ
り
従
前
得
て

い
た
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
由
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